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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 
 地球温暖化が陸域生態系に与える影響を評価するには、実測的な知見を可能な限り反映したモデルを構築し、シミ
ュレーションを実施する必要がある。本研究では、実測データの不足を補うために、既存の文献データを収集して多様
な生態系の機能的応答についてモデル高度化を図った。生態系の機能量において最も重要な指標の１つと考えられ
る純一次生産力（NPP）に焦点を絞り、全陸域の推計研究を文献調査して 200 件以上の推計値を得た。純一次生産力
は、光合成と呼吸の差分から得られ、光・温度・CO2・水分などの環境条件に敏感に応答するため、温暖化影響を考え
る上で適した指標である。収集した文献値の中には、最初の定量的試みと見られるvon Liebigの研究から、最新のモ
デル、リモートセンシングによる研究が含まれる。特に、von Liebig の研究についてはメタ分析の１サンプルとしてだ
けではなく科学史的見地からも価値が高いと判断し New Phytologist 誌に紹介した（Ito, 2005）。収集した文献値は
推定手法によって、データ分析、経験的モデル、プロセスモデル、衛星リモセン、の４カテゴリーに分類し、それぞれの
平均値、中央値、標準偏差などの統計値を求めてメタ分析を実施した。その結果、全陸域の純一次生産について全サ
ンプルによる中央値として 56 Pg C/yr が得られた。これは、各種の手法と不確実要因を込みにした陸域生態系の機
能量として最も信頼性の高い値であり、パラメータ較正によってグローバルモデル推定をフィットさせるべき目標が得ら
れたことは重要な成果と考えられる。この成果は植物学会などで発表され、現在、学術論文として投稿準備中である。
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欧文概要 ＥＺ 

 
A meta-analysis was conducted for calibrating terrestrial ecosystem models, which are used to evaluate 
the impacts of global warming. We focused on net primary production (NPP) that is responsive to 
environmental factors such as atmospheric CO2, temperature, radiation, and water, and then important 
in considering ecosystem functions. Through literature survey, over 200 estimations were gathered and 
analyzed statistically. The estimations were obtained by data analysis, empirical model, process-based 
model, and remote sensing. We found that the median value of global terrestrial net primary productivity 
is 56 Pg C/yr, that is, the most reliable value including different approaches and uncertainties. This 
values is useful for calibration of terrestrial ecosystem models, and then we are preparing a scientific 
paper to publish the result. 
 

 


